
２学期終業式 校長講話（放送にて）      １２月２７日 

                                 水出一寛 

 今日で２学期が終わります。児童の皆さんは一人ひとり、担任の先生から通知表

をいただいて２学期の振り返りをし、３学期のめあてを考えていることと思いま

す。３学期、良いスタートが切れるように、めあてをしっかり考えておきましょ

う。 

 さて、 

 明日から始まる年末年始休業では、休み中に新しい年を迎えます。いつのことか

分かりますか。・・そうです。 １２月３１日から１月１日に変わる時です。 

その時に新しい年を迎え、大晦日からお正月になります。 

 私は皆さんに、「清々しいお正月」を迎えてほしいと思っています。 

「清々しい」とはどういうことだと思いますか。・・ 

 辞書で調べると、「さわやかで気持ちが良い」という意味があります。 

 それでは、「さわやかで気持ちが良いお正月」を迎えるには、どうしたらよいで

しょうか。 

 風邪をひいたり、インフルエンザにかかったりしていたら、「さわやかで気持ち

が良いお正月」を迎えることができませんね。まず、病気や怪我がなく健康な体で

いることが大切になります。 

他には、どんなことがあるでしょうか。・・いくら体が健康であっても、家族と

仲良くないと、「さわやかで気持ちが良い・清々しいお正月」を迎えることができ

ませんね。喧嘩をしたり、怒られたりしていたら、やはり「さわやかで気持ちが良

い・清々しいお正月」にはなりませんね。 

 そうすると、自分ひとりだけではなく、周りにいる家族もみんなが「さわやかで

気持ちが良く」ないと、「清々しく」なりません。 

さあ、「清々しいお正月」を迎えるために、自分はどうしたらよいでしょうか。 

一人ひとりよく考えてみましょう。 



 「清々しいお正月」を迎え、楽しく元気に休みを過ごし、１月８日（水）の３学

期始業式には、皆さんが元気に登校してくることを楽しみにしています。 

 

 これでお話を終わります。 皆さん、良いお年を、そして「清々しいお正月」を

お迎えください。 

  

 

 

 

 

 

 


